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財
政
統
計
四
地
方
比
較

財
政
統
計
の
地
方
比
較

汐

良広

見

財
政
統
計
の
酷
棋
連

川
川
政
統
計
は
日
収

4

止
に
至
り
目
ざ
ま
し
い
技
法
在
議
げ
た
。

れ
園
家
行
動
範
闘
の
横
大
に
伴
ひ
薗
家
の
財
政
活
動
が
経
済
生

活
に
占
む
る
地
位
が
重
要
と
友
っ
た
矯
め
で
あ
る
。

国
家
の
財
政
活
動
は
園
家
直
接
の
財
政
所
動
と
地
方
公
共
圏

韓
の
財
政
活
動
と
の
こ
っ
と
す
る
事
が
出
来
る
。
岡
家
の
財
政

活
動
と
地
方
公
共
圏
韓
の
財
政
活
動
と
は
之
が
背
景
を
友
す
財

界
の
側
よ
り
も
観
察
す
る
事
が
阿
茶
る
が
、
矢
張
り
図
家
地
方

圏
慌
の
方
面
に
於
て
研
究
す
る
の
が
最
も
容
易
で
あ
る
。

財
政
統
計
が
園
家
統
計
又
は
地
方
統
計
と
云
ふ
官
鹿
統
計
と
し

て
時
再
建
し
た
所
以
で
あ
る
。

財
政
統
計
は
決
し
て
新
ら
し
き
産
物
で
友
〈
、
相
営
に
古
い

歴
史
を
有
し
て
ゐ
る
。
併
し
温
去
の
財
政
統
計
は
精
k

、
国
家

財
政
又
は
地
方
財
政
の
単
な
る
見
積
り
叉
は
記
録
た
る
に
止
ま C::. 

こ
t工
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り
大
じ
た
意
義
を
有
た
友
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
財
政
に

閲
す
る
数
字
は
悶
政
の
一
秘
密
事
項
に
属
す
る
も
の
と
し
て
一
般

に
は
公
け
に
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

3

憲
法
政
治
の
震
建

上
」
共
に
租
枕
の
協
賛
と
抽
出
算
の
議
定
と
が
議
舎
の
軍
要
な
る
職

能
と
友
り
、
滋
に
抽
出
算
を
公
開
し
て
財
政
数
宇
を
明
か
に
す
る

必
要
に
治
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い
以
に
財
政
統
計
は
格
段
の
進
歩

を
遂
げ
て
今
日
に
至
勺
て
ゐ
る
。
し
か
し
何
分
に
も
財
政
統
計

の
重
要
部
分
は
官
鹿
統
計
で
あ
る
か
ら
、

ゃ
‘
お
も
す
れ
ば
形
式

的
方
面
に
進
歩
し
賓
質
的
方
面
に
絞
く
る
所
あ
る
を
免
れ
な
い

の
で
あ
る
。

財
政
統
計
の
研
究
に
は
種
K

の
問
題
が
あ
る
が
、
地
方
別
研

究
は
共
の
重
要
な
る
も
の
L

一
つ
で
あ
ら
う
。
特
に
我
図
は
内

地
財
政
の
地
方
別
研
究
の
み
な
ら
す
、
更
に
外
地
を
含
み
更
に

日
浦
支
の
経
済
プ
ロ
ッ
ク
を
通
じ
各
種
の
地
方
別
研
究
を
進
め

る
心
要
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
。

最
近
入
手
の

阿
川
一
口

E】

N
E円
r
F

に
ヨ
ス
ト
ッ
ク

(
コ
ア
吋
E
L

』

szr)
の
論
文
(
戸
W
E
t
-
O
E
O
-
a
百
四

EDP-op
〈

2
m
E
n
Z
宮
内
同
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2
2
2
S
E
R
-
E
E
2
5
E
Z
-
r
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が
護
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

恰
も



財
政
統
計
特
に
租
慌
統
計
ひ
地
方
別
研
究
を
試
み
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
共
の
内
容
を
分
ち
て
「
地
方
別
の
標
準
」
「
経
費
統
計
の

地
方
比
較
」
「
租
税
負
携
の
地
方
比
較
」
「
地
方
比
較
の
方
法
」

「
地
方
別
研
究
と
立
地
論
」
と
の
五
つ
と
し
て
ゐ
る
u

筆
者
は
専

ら
濁
逸
の
事
情
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
が
、
落
に
は
日
本
を
中
心

と
し
た
る
財
政
統
計
の
地
方
別
研
究
を
試
み
る
。

項
在
分
ち
て
「
地
方
別
研
究
の
必
要
」
と
「
経
費
、
統
計
の
地
方

別
」
と
「
粗
併
統
計
の
地
方
別
」
の
三
っ
と
す
る
。

.聞・1

・・"・

fl!l， 

方
5i1.l 
刺-

~，r: 
CD 
必、
耳E

経
済
護
遣
の
初
期
に
る
っ
て
は
各
地
方
毎
に
相
倒
立
し
た
経
済

生
活
が
替
ま
れ
、
共
等
の
地
方
を
翠
位
と
し
た
自
主
的
の
財
政

が
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
営
時
に
於
け
る
財
政
統

計
は
直
ち
に
地
方
の
財
政
事
情
を
反
映
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て

別
に
新
ら
し
く
地
方
別
研
究
を
試
み
る
と
云
ふ
必
要
が
・
な
か
っ

た
の
で
る
る
。
然
る
に
経
済
生
活
が
図
家
を
中
心
と
し
て
替
ま

れ
る
様
に
怠
る
と
、
各
地
方
を
皐
位
と
す
る
地
方
財
政
の
外
に

国
家
会
髄
を
車
位
と
す
る
国
家
財
政
が
護
達
し
て
来
た
の
で
あ

財
政
統
計
の
地
方
比
較

る
。
否
、
寧
ら
岡
家
財
政
が
地
方
財
政
を
慶
す
る
勢
を
示
し
て

ゐ
る
。
特
に
最
近
の
趨
勢
と
し
て
は
地
方
財
政
の
酬
閥
系
と
園
出
家

財
政
の
償
系
と
の
外
に
雨
者
を
繋
ぐ
新
た
・
な
る
鵠
系
と
し
て
地

方
財
政
調
整
安
付
金
が
現
れ
て
来
て
ゐ
る
。
か
う
在
る
と
地
方

財
政
が
財
政
の
全
部
叉
は
重
要
部
分
で
あ
っ
た
時
代
と
契
り
、

同
家
全
館
が
単
位
と
た
り
地
方
に
割
り
切
れ
狂
い
財
政
が
出
現

し
て
来
る
の
で
る
る

2

そ
の
結
果
と
し
て
地
方
に
よ
っ
て
租
税

の
負
拾
を
具
に
し
又
は
閣
家
経
費
の
放
下
の
八
刀
量
+
ず
一
異
に
す
る

事
が
常
然
に
却
っ
て
来
る
の
叩
じ
あ
る
。
此
等
の
矧
は
財
政
統
計

の
地
方
比
較
を
行
ふ
事
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ

れ
園
家
財
政
統
計
の
地
方
比
較
を
試
み
る
所
以
で
あ
る
。

財
政
統
計
の
地
方
比
較
を
行
ふ
矯
め
に
は
、
地
方
の
皐
位
が

出
来
る
だ
け
小
さ
く
分
類
せ
ら
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
此
の
要
求
に

最
も
よ
く
か
左
っ
て
ゐ
る
の
は
市
町
村
財
政
統
計
で
あ
ら
う
。

勿
論
、
市
財
政
を
匿
に
細
分
し
町
村
財
政
を
部
落
に
分
析
す
れ

ば
最
小
単
位
を
得
る
謹
で
あ
る
が
、
普
通
に
は
共
れ
ま
で
に
掘

下
げ
る
必
要
が
た
か
ら
う
。
道
府
間
柄
財
政
統
計
に
る
つ
で
は
、

単
位
が
大
き
〈
な
る
か
ら
、
市
町
村
の
分
類
を
施
す
矯
め
に
は

第
四
十
八
巻
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財
政
統
計
白
地
方
比
較

加
工
を
必
要
と
す
る
。
更
に
園
家
財
政
統
計
に
つ
い
て
は
市
町

村
の
分
類
は
愚
か
、
道
府
腕
の
分
類
を
も
施
し
得
友
い
揚
合
が

あ
る
か
ら
、
地
方
比
較
に
相
官
の
困
難
を
件
ふ
の
で
あ
る
。

財
政
統
計
の
地
方
比
較
が
問
題
と
な
る
の
は
市
町
村
財
政
統

計
よ
り
も
道
府
豚
財
政
統
計
で
あ
り
、
更
に
国
家
財
政
統
計
で

あ
る
。
試
み
陀
同
家
財
政
統
計
仰
い
つ
い
て
見
る
収
、
各
省
そ
れ

ぞ
れ
匝
劃
の
大
小
が
呉
れ
る
地
方
腐
を
有
し
一
致
し
な
い
の
を

原
則
と
し
て
ゐ
る

Q

現
に
同
じ
省
に
於
て
も
部
局
の
如
何
に
よ

り
地
方
単
位
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
大
殿
省
を
例
に
と

る
と
、
主
税
局
は
東
京
、
大
阪
、
札
幌
、
仙
華
、
名
古
屋
、
庚

島
、
熊
本
の
七
税
務
監
督
局
を
設
け
更
に
三
百
六
十
の
税
務
署

を
置
き
、
園
民
貯
蓄
奨
励
局
は
東
部
地
方
(
=
一
重
勝
、
岐
阜
豚
及

石
川
懸
以
東
の
地
域
)
と
西
部
地
方
1

(

和
歌
山
勝
、
奈
良
町
胴
、
滋
賀
及

及
楠
井
豚
以
西
白
地
域
)
と
を
八
刀
ち
、
百
寸
寅
局
は
東
京
、
水
戸
、
宇

都
宮
、
高
崎
、
郡
山
、
仙
豪
、
札
幌
、
名
古
屋
、
金
津
、
犬
阪

岡
山
、
廃
島
、
坂
出
、
徳
島
、
一
踊
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島
の
十
七

地
方
専
寅
局
を
有
し
て
ゐ
る
。
同
じ
省
で
部
局
の
地
方
別
が
異

っ
て
ゐ
る
の
は
相
営
の
理
由
の
る
る
事
で
あ
ら
う
が
、
財
政
統

第
四
十
八
巻
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I2.q 

計
の
地
方
比
較
を
行
ふ
に
は
相
官
の
困
難
を
伴
ふ
結
川
市
と
た

る
。
大
破
省
統
計
に
現
は
れ
て
ゐ
る
地
方
単
位
の
最
も
小
友
る

も
の
は
税
務
署
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
税
務
署
の
車
位
は
必
宇

J

4

'

」

f
h
J
4叶
d

d

p

h

、，一戸
i

ー
も

H
岡
本
と
一
致
し
た

νι
で
ま
戸
。

岡
家
財
政
の
受
建
と
共
に
財
政
統
計
の
地
方
比
較
を
行
ふ
必

~~g. 
泊Z

:憎

た
(耳〉

あ
る
;ぷ、

-
H
H
F
ニ

E
:
l
、
5
1

而
4
九
1
H抗
r
t
f』
陀
官
匝
り
持

通
的
皐
位
を
護
見
す
る
に
困
難
を
成
山
中
る
次
第
で
あ
る
。
以
下

国
家
財
政
統
計
を
主
と
し
て
地
方
比
較
の
一
問
題
を
明
か
に
し
た

し、。

経
費
統
計
の
地
方
別

租
税
統
計
は
納
税
地
別
に
之
を
区
別
す
る
事
が
出
来
、
叉
納

税
地
に
よ
っ
て
捨
税
地
を
推
定
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
が

経
費
統
計
に
至
つ
て
は
趣
を
具
に
し
て
ゐ
る
。

経
費
を
分
っ
て
人
件
費
と
物
件
費
と
す
る
事
が
出
来
る
。
物

件
費
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
財
政
統
計
に
於
て
も
架
し
て
経
費

支
出
に
よ
り
増
加
購
買
力
が
共
の
市
町
村
内
に
吸
牧
せ
ら
れ
で

ゐ
る
か
又
は
他
の
市
町
村
の
購
買
力
を
婚
す
結
同
時
と
友
る
か
不



明
で
あ
る
。
況
ん
や
道
府
拐
の
経
費
が
市
町
付
問
に
如
何
に
配

分
せ
ら
れ
る
か
は
一
居
不
明
で
あ
り
、
更
に
圃
家
経
費
が
道
府

間
柄
市
町
村
の
購
買
力
陀
如
何
に
影
響
す
る
か
に
至
つ
一
」
は
困
難

た
る
問
題
で
あ
る
。
但
し
小
皐
校
教
員
俸
給
分
捨
金
八
千
五
百

高
圏
、
臨
時
地
方
財
政
補
給
金
一
億
三
千
高
閲
等
の
各
種
の
補

助
金
及
び
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
経
費
統
計
は
も
と
よ

り
園
、
従
経
費
統
計
、
道
府
腕
絞
費
、
統
計
陀
あ
っ
て
も
各
種
の
地

方
比
般
を
試
み
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

伐
閣
の
財
政
の
附
を
唱
和
十
一
一
一
年
度
之
つ
い
て
見
る
に
、
平

時
財
政
と
し
て
岡
家
経
費
六
十
一
億
園

(
一
般
命
日
計
三
十
五
億
岡

に
三
十
入
特
別
合
計
を
加
土
地
方
経
費
十
七
億
闘
(
凶
家
経
費
、
と
の

重
複
部
分
を
除
〈
)
合
計
七
十
八
億
闘
と
た
り
、
更
に
戦
時
財
政

と
し
て
臨
時
軍
事
費
特
別
舎
計
追
加
預
算
の
経
費
が
約
四
十
九

億
闘
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
此
等
を
合
計
す
る
と
、
我
が
財
政
の
幅

は
百
二
十
七
億
闘
と
友
る
。
即
ち
百
二
十
七
億
闘
の
中
で
園
家

経
費
が
百
十
億
園
、
道
府
勝
経
費
が
瓦
億
園
、
市
町
村
経
費
が

十
二
億
圃
と
怠
っ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
、
市
町
村
の
匡
別
を
明

か
に
す
る
事
が
出
来
る
市
町
村
経
費
は
僅
か
に
九
パ
ー
セ
ン
ト

財
政
統
計
白
地
方
比
較

強
で
あ
っ
て
、
道

lwm相
経
費
は
四
パ
ー
セ
ン
ト
弱
を
占
め
、
残
一

り
の
八
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
は
地
方
北
佼
の
行
ひ
難
い
図
家
経
費

で
あ
る
。

我
図
現
下
の
財
政
経
済
の
最
も
大
な
る
問
題
の
一
一
は
膨
脹
せ

る
園
家
経
費
を
地
方
的
に
如
何
に
配
介
す
べ
き
か
、
而
も
如
何

に
せ
ば
地
方
的
に
副
作
用
左
か
ら
し
む
る
を
得
る
か
に
存
し
て

ゐ
る
。
そ
の
目
的
左
践
す
る
矯
め
に
は
、
第
一

K
国
家
経
費
、
の

支
出
に
よ
る
賂
買
力
の
増
加
を
友
る
べ
く
一
地
方
に
一
偏
せ
し
め

ま
ハ
L

一仕‘亡、

F
付
二
己
主
咋
叫

4
1
〉
耐
口
，

f-
訂
臨
昨
J

一:
r宮
司
戸
一
喝

ア
し

f
一〆

t
T
J
一一

t
H
M『

i
Jノ

t
t
1
4
f
ァ
主
一
ノ
ド
陀
八
主
恒
喜
並
ノ

繭
し
て
勝
良
力
を
吸
牧
し
、
第
三
に
購
買
力
の
不
足
す
る
所
に

は
補
助
金
共
他
の
手
段
に
よ
り
趨
蛍
左
る
調
節
を
試
み
ね
ぽ
友

ら
ぬ
。か

〈
の
如
〈
経
費
統
計
の
地
方
別
研
究
は
至
難
の
問
題
で
る

る
に
拘
ら
宇
、
高
難
を
排
し
て
之
を
行
は
ね
ば
な
ら
泊
。
特
に

我
闘
の
現
在
の
如
く
岡
家
経
費
の
膨
脹
せ
る
場
合
に
は
園
家
経

費
の
行
き
先
き
を
地
方
的
に
見
定
め
る
必
要
あ
り
、
国
家
終
費

の
地
方
比
較
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
。

四

租
枕
統
許
の
地
方
別
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財
政
統
計
の
地
方
比
較

経
費
統
計
は
人
件
費
又
は
各
種
補
助
金
に
つ
い
て
地
方
別
研

究
が
行
は
れ
易
い
の
で
あ
る
が
、
他
の
方
面
に
於
て
は
研
究
の

困
難
在
る
事
情
が
存
し
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
、
租
税
統
計
に
於

て
は
納
税
地
が
明
瞭
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
納
役
地
よ
り
捲
税

地
が
推
定
せ
ら
れ
る
限
り
、
容
易
に
地
方
別
比
較
を
試
み
る
事

t

J

J

ミ
3
0

4μ
日
μ
寸
珂
豆
、

租
殺
を
え
別
し
て
取
得
税
と
統
括
税
と
消
費
税
と
に
す
る
事

が
出
来
る
が
、
地
方
比
較
を
最
も
行
ひ
易
い
の
は
収
得
税
で
る

り
、
最
も
行
び
難
い
の
は
消
費
税
で
あ
り
、
流
通
税
は
雨
者
の

中
聞
に
位
し
て
ゐ
る
。
消
費
税
は
闘
税
と
関
内
消
費
税
と
に
分

れ
る
が
、
共
の
大
部
分
は
納
税
者
よ
り
捨
税
者
に
特
嫁
せ
ら
れ

る
の
で
る
る
か
ら
、
事
賓
の
上
に
於
て
地
方
別
研
究
は
不
可
能

と
云
つ
で
も
よ
い
。

主
税
局
統
計
年
報
室
田
は
租
税
負
捨
額
表
(
戸
数
、
人
口
、
内

国
税
、
府
牒
税
、
市
町
村
枕
)
を
監
督
局
別
、
道
府
間
柄
別
に
分

っ
て
ゐ
る
が
、
と
れ
に
は
流
通
税
と
消
費
税
と
が
含
ま
れ
て
ゐ

る
か
ら
、

地
方
比
較
に
遁
し
左
い
。
率
ろ
主
税
局
統
計
年
報
害

の
直
接
税
負
捲
額
表
の
方
が
各
地
方
の
租
税
負
擦
の
事
情
を
遮

第
四
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切
に
示
し
て
ゐ
る
。
調
査
項
目
は
租
税
負
捨
街
表
と
大
健
同
じ

で
あ
っ
て
、
戸
数
、
人
口
、
直
接
園
役
、
府
牒
税
、
市
町
村
税

に
八
刀
れ
て
ゐ
る
が
、
監
督
局
別
の
外
に
道
附
鯨
別
、
市
郡
別
の

数
字
を
掲
げ
、
特
に
東
京
市
、
大
阪
市
、
京
都
市
に
つ
い
て
は

固
ま
で
細
分
し
て
ゐ
る
。
向
、
税
務
監
督
局
統
計
年
報
蓄
は
司

様
の
数
字
を
税
務
署
別
に
明
か
に
し
て
ゐ
る
。

‘

，

l
:
l
f
:
・

ー

〉

‘

、

1
-
f
;
:
;
「
:

古
引
く
¢
お
く
取
佐
肘
教
訓
駅
討
に

C
U
F
L
、
じ
刻
完
針
転
す
F
T
h
U
れ

て
ゐ
る
が
、
流
通
税
と
消
費
税
の
統
計
は
納
税
地
の
み
が
明
か

に
せ
ら
れ
捨
税
闘
係
の
地
方
比
較
を
行
ひ
難
い
の
で
あ
る
。
蕊

に
注
目
す
べ
き
は
、
大
阪
税
務
監
督
局
の
税
務
統
計
書
が
昭
和

十
年
度
ま
で
清
酒
消
費
高
の
統
計
を
殻
表
し
て
ゐ
た
事
で
あ
る
。

創
ち
大
阪
税
務
監
督
局
は
管
内
の
各
府
間
開
及
び
各
税
務
署
管
内

を
翠
位
と
し
て
、
地
方
別
清
酒
消
費
高
を
計
算
し
て
ゐ
る
。
治

費
高
の
数
字
は
、
「
持
越
高
」
「
輪
移
入
」
「
製
浩
高
」
の
合
計
よ
り

「
輪
移
出
」
「
原
料
用
其
他
完
税
石
高
」
「
火
入
共
他
快
減
高
」
「
年

度
末
現
在
高
」
の
合
計
を
差
引
き
、
之
を
待
た
も
の
で
あ
る
。

向
、
各
地
方
の
清
酒
消
費
高
を
人
口
に
闘
係
せ
し
め
て
「
一
人

首
り
消
費
高
」
を
調
ぺ
て
ゐ
る
。



大
都
舎
の
租
税
負
鎗
と
中
都
市
の
租
税
負
婚
と
農
山
漁
村
の

租
税
負
婚
と
が
如
何
な
る
闘
係
に
あ
る
か
の
問
題
は
、
標
本
的

に
は
家
計
調
査
よ
り
推
測
す
る
事
が
出
来
る
が
、
包
括
的
に
は

此
種
の
租
税
統
計
に
よ
り
研
究
す
る
事
と
友
っ
て
ゐ
る
。

以
上
は
、
租
税
負
捨
額
の
地
方
比
較
の
統
計
で
る
る
が
、
課

税
物
件
を
地
方
別
に
調
査
す
る
事
に
よ
っ
て
得
る
所
が
少
く
な

い
。
所
得
分
配
の
パ
レ
ト
燥
の
地
方
的
差
異
、
国
民
所
得
構
成

の
地
方
色
、
土
地
賃
貸
償
給
及
び
家
屋
賃
貸
債
格
の
地
方
別
等

は
躍
に
財
政
統
計
と
し
て
の
み
な
ら
や
財
界
統
計
と
し
で
窓
義

配
有
す
る
も
の
で
あ
あ
。
租
税
が
我
等
の
経
済
企
一
的
の
全
面
に

及
ぶ
に
随
ひ
租
役
統
計
の
地
方
別
研
究
は
往
々
必
要
を
加
へ
て

来
る
。

五

共

他

の

問

題

以
上
、
財
政
統
計
の
地
方
比
較
を
行
ふ
に
世
田
り
、
「
経
費
統
計

の
地
方
別
」
と
「
租
税
統
計
の
地
方
別
」
に
つ
き
議
べ
た
の
で
あ

る
が
、
公
債
統
計
の
地
方
別
の
問
題
も
亦
重
要
で
あ
る
。
特
に

犬
寂
省
が
園
民
貯
蓄
奨
励
局
を
設
け
て
園
債
の
消
化
力
の
詔
養

財
政
統
計
四
地
方
比
較

を
は
か
つ
て
ゐ
る
現
在
に
於
て
は
問
題
で
あ
る
。
然
し
鴎
債
の

大
部
分
は
無
記
名
詮
務
で
あ
り
加
ふ
る
に
図
債
を
消
化
す
る
大

部
分
は
金
融
機
関
で
あ
る
か
ら
、
之
が
地
方
別
研
究
を
試
み
る

事
は
頗
る
困
難
で
あ
る
。
何
分
に
も
臨
時
軍
事
費
特
別
合
計
の

財
源
の
大
部
分
が
園
債
よ
り
な
っ
て
ゐ
る
揚
合
で
る
る
か
ら
、

何
所
の
地
方
で
図
債
が
多
一
〈
消
化
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
と
云
ふ
問

題
は
何
所
の
地
方
作
品
岡
家
経
費
が
多
く
支
出
せ
ら
れ
購
買
力
右

増
し
て
ゐ
る
か
と
云
ふ
問
題
と
闘
越
し
て
我
園
経
済
界
の
賓
相

を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
〈
考
へ
る
と
、
財
政
統
計
は

経
費
統
計
、
租
税
統
計
、
公
債
統
計
と
切
離
し
て
之
を
地
方
的

に
研
究
す
る
と
共
に
財
政
の
動
き
会
館
を
経
費
統
計
と
牧
入
統

計
と
の
全
面
に
わ
た
り
各
地
方
別
に
捕
捉
す
る
と
云
ふ
行
き
方

も
之
を
行
ふ
必
要
が
あ
る
。

財
政
統
計
の
地
方
比
較
を
試
み
る
に
営
り
最
も
大
友
る
問
題

は
、
何
と
し
て
も
地
域
と
人
口
と
の
一
一
つ
で
る
る
。
各
地
方
に

住
ん
で
ゐ
る
人
が
如
何
な
る
財
政
生
活
を
送
っ
て
ゐ
る
か
、
卸

ち
園
家
財
政
地
方
財
政
の
経
費
が
支
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
に
よ

っ
て
共
の
地
方
の
住
民
の
購
買
力
に
如
何
な
る
影
響
が
加
は
つ
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財
政
統
計
白
地
方
比
較

で
ゐ
る
か
、
図
家
及
び
地
方
閣
簡
に
共
の
一
地
方
の
住
民
が
幾
許

の
租
税
を
納
付
し
又
は
負
擦
し
て
ゐ
る
か
、
園
債
地
方
債
の
後

行
に
際
し
共
の
地
方
の
住
民
は
如
何
友
る
程
度
ま
で
直
接
に
叉

は
金
融
機
関
を
通
じ
て
間
接
に
公
債
の
消
化
に
う
と
め
て
ゐ
る

か
と
云
ふ
事
が
問
題
の
中
心
で
あ
る
。
従
勺
て
地
域
と
人
口
L」

の
規
定
が
前
提
保
件
と
な
る
。

地
域
に
つ
い
て
は
道
府
脇
市
町
村
の
行
政
医
剖
を
一
熔
は
採

用
ず
る
事
と
左
り
共
れ
以
外
に
適
切
な
る
も
の
を
後
見
し
難
い

の
で
あ
る
。
併
し
か
〈
の
如
き
行
政
臣
割
は
必
や
し
も
財
政
生

活
を
規
定
す
る
経
済
冨
劃
と
一
致
し
友
い
の
で
あ
る
。
又
大
都

市
の
市
域
繍
張
に
件
ひ
同
一
都
市
で
も
共
の
内
容
を
異
に
し
従

っ
て
過
去
十
数
年
の
市
民
の
財
政
生
活
の
費
還
と
云
ふ
が
如
き

問
題
を
解
決
す
る
に
営
つ
て
は
事
を
慎
重
に
運
ぶ
必
要
が
あ
る

如
何
放
る
地
域
を
財
政
統
計
の
茶
準
に
と
る
か
、

又
は
相
営
永

い
期
間
の
財
政
統
計
の
地
方
比
較
佐
行
ふ
に
営
り
如
何
左
る
修

五
を
加
へ
る
か
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

人
口
に
つ
い
て
は
普
通
は
国
勢
調
査
人
口
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ

る
。
閣
勢
調
査
人
口
は
深
夜
の
寝
静
ま
っ
た
人
口
を
一
示
し
活
動

第
四
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し
て
ゐ
る
書
聞
の
人
口
と
必
や
し
も
一
致
せ
中
従
っ
て
財
政
統

計
に
不
誼
首
な
る
揚
合
を
見
受
け
る
の
で
あ
る
。

又
国
勢
調
査

は
五
年
毎
又
は
十
年
毎
に
行
は
れ
、
五
年
の
間
又
は
十
年
の
間

は
中
約
し
人
口
の
連
結
性
を
紋
〈
事
と
た
る
。
印
ち
財
政
統
計

の
地
方
比
較
を
行
ふ
に
首
り
国
勢
調
査
人
口
が
必
や
し
も
遁
首

で
ゆ
改
い
事
と
、

更
に
岡
勢
制
資
人
口
に
は
圧
年
又
は
卜
年
の
巾

絶
の
行
は
れ
る
事
を
注
意
せ
ね
ば
友
ら
ね
。

財
政
統
計
の
地
方
比
較
の
問
題
の
一
と
し
て
ヨ
ス
ト
ッ
ク
は

「
立
地
論
」
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
「
立
地
論
」
は
原
始
産
業
に
最
も
多

〈
の
趨
用
あ
り
共
他
の
産
業
に
つ
い
て
は
昨
服
用
性
が
乏
し
い
の

で
る
る
が
、
有
力
な
る
聞
学
設
た
る
を
牛
へ
は
を
い
。
従
っ
て
財
政

統
計
の
地
方
比
較
を
行
ふ
に
営
つ
で
も
之
を
宥
過
し
て
は
な
ら

な
い
。財

政
統
計
の
地
方
比
較
に
は
共
他
の
問
題
が
世
間
た
は
っ
て
ゐ

る
が
、
滋
に
は
本
研
筑
の
絡
を
つ
け
る
意
味
に
於
て
筒
草
左
る

解
説
を
試
み
た
の
で
あ
る
。


